
楽遊学
港北区の「活動」をつなぐ情報誌

【編集・発行】港北区区民活動支援センター

「もっと何かしたい！」と思った時は？

区民活動支援センターに足を運んでみませんか？特集
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あなたの活動をお聞かせください。
皆さんの活動がもっともっと楽しくなるお手伝いいたします。
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特集
「もっと何かしたい！」と思った時は？

区民活動支援センターに足を運んでみませんか？

● 印刷機（リソグラフ・有料）、紙折り機、裁断機の利用
ができます。

● 会議室（18席）、ミーティングコーナー（10席）が利用
できます。
● イベント用のマイクセットやプロジェクター、スクリーン等
　の機材を貸し出します。
※政治・宗教・営利目的の利用はできません。

講座やイベントの情報がたくさん！ 団体・グループを紹介します！

登録して頂いたグループの打ち合わせや会議、資料作りを応援します！

　 区民活動支援センターには、常時100
種類以上のチラシを配架しています。
　 「趣味や勉強、仲間作りをしたいけれど
何をしていいかわからない」という方は、
気軽にご相談ください。

　 区民活動支援センターには、
区内で活動する約200団体が
登録しています。ご希望に合う
団体・サークルを紹介します。

グループ・団体からの「疑問」「相談」「情報」お待ちしています
区民活動支援センターでは、「自分たちの活動をもっとＰＲしたい！」「活動場所を探してる」「もっとメン

バーを増やしたい」「メンバーのスキルアップ講座をしたい」「他の団体と一緒に活動したい」等々、皆さんの
疑問や相談を、一緒に考え、支援します。
また、「こんな活動や工夫をしてるよ！」といった、情報提供も大歓迎。
皆さまからの、「疑問」「相談」「情報」をもとに、「人と活動」「活動と活動」のつながりづくりを応援します！

人と人をつなぐ まちライブラリーの取組
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支援センターでのグループ活動の様子

皆さん、「まちライブラリー」をご存知ですか？
「まちライブラリー」とは、本を置く“場”をつくり、持ち寄った本に、寄贈者が

本に対する思いを綴ったメッセージカードをつけ、次に読んだ人が感想を
連ねていくことで、人と人のつながりを生むコミュニティ活動です。

ちょっとしたスペースがあれば、誰でも始めることができ、港北区区民活動
支援センターでも、まちライブラリー「ミズキー文庫」を設置しています。

ご興味ご関心のある方は、区民活動支援センターにご相談ください。

６ページ「区民活動支援センターからのお知らせ」で、その他の機能等も紹介しています。
ぜひご覧ください！！
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シリーズ「わがまち港北」は、
区内の様々な団体が歴史や場所をつなぐ

「わがまち港北スポット」に引き継がれます。

これまでシリーズ「わがまち港北」は、港北区の歴史や魅力をわかりやすく紹介することを目的に、大倉精神
文化研究所所長平井誠二さん、同研究員林宏美さんに執筆いただいてきました。

一方で、港北区では、現在、区内の歴史や文化、場所等を区民の方に伝える活動をしている団体が数多く活
動されています。

そこで、今月号からは、大倉精神文化研究所のシリーズ「わがまち港北」だけでなく、区内の様々な団体に
それぞれ一推しの「わがまち港北」を紹介していただく、「わがまち港北スポット」をお届けすることにします。

第１弾となる今月号では、これまで「わがまち港北」を執筆いただいてきた大倉精神文化研究所と港北区
役所にある屋上庭園をご紹介します。

横浜市大倉山記念館
住所：港北区大倉山2-10-1
交通：東急東横線「大倉山駅」徒歩７分

（駅横の「記念館坂」登る）

シリーズ「わがまち港北」のバックナンバーは、大倉精神文化研究所のホームページで第1回からご覧いただ

けます。大倉山記念館の歴史や大倉山記念館にまつわる様々なエピソードも掲載されています。

わがまち港北 バックナンバー

シリーズ「わがまち港北」は、『わがまち港北』（第１回～
120回）、『わがまち港北２」（第121回～180回）として刊行
されています。こちらも併せてお楽しみください。

【問合せ先】
大倉精神文化研究所 045（834）6637

「わがまち港北」スポット 大倉精神文化研究所（大倉山記念館内）

検　 索

東急東横線大倉山駅の坂をのぼった木立の中に港北区のランド

マークともいうべき横浜市大倉山記念館があります。この建物は

昭和7年（1932年）、実業家の大倉邦彦によって大倉精神文化

研究所の本館として建てられたものです。

昭和59年（1984年）に横浜市の市民利用施設となり、ホール

でのコンサート、ギャラリーでの展示、集会室の活用など市民の

文化・学習活動の場として広く利用されています。

建物内では現在も（公財）大倉精神文化研究所が活動しています。

平井所長に伺いました。「研究所の役割は、人としての生き方を

考える精神文化に関する研究、哲学や宗教、歴史、文学などの

さまざまな資料が保管されている附属図書館の公開、さらには地域

における歴史・文化の研究及びその普及です。港北区の歴史や

文化を紹介することを目的とした、シリーズ「わがまち港北」は、

研究所の公益活動の一環として連載をお引き受けしてきました。

連載開始当初は、こうした地域の歴史・文化を発信する環境が殆どありませんでしたが、今では港北区の昔ばなし

を題材とした紙芝居の創作活動や、港北ボランティアガイドによる散策、わがまち港北映像プロジェクトなど、多くの

方達が港北の歴史や魅力を発信しています。『楽遊学』のリニューアルを機に、そうした様々な団体が「わがまち

港北スポット」のページを通して港北区の魅力を発信し、区内の様々なスポットが区民みんなの財産となるよう、

研究所も協力していきます。その一部として、シリーズ「わがまち港北」も不定期ですが引き続き発信していきたいと

思います。」

新緑の大倉山記念館、大倉精神文化研究所附属図書館へ是非おでかけください。
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港北区役所には四季折々の花が楽しめる屋上庭園があります。
屋上庭園は、屋上緑化やヒートアイランド現象への意識啓発を目的として平成

15年に整備されました。
整備にあたっては、企画から参加してい

ただける区民の方を公募し、港北区役所
の職員や外部のコンサルタントの方と一緒
にワークショップを開催し、何もない屋上を
どのように緑化していくか、約３か月をかけ
て計画づくりから全員で行いました。
花と緑でいっぱいになった屋上は、憩い

の場として、ベビーカーの親子連れ等、
たくさんの方にご利用いただいています。

港北区役所屋上庭園とは・・・

屋上緑化グリーンサポーター

「屋上緑化グリーンサポーター」は、花壇の手入れや木の剪定等で

屋上庭園を支えている、ボランティアの皆さんです。

現在14名の方が参加しており、皆さん仲間との花談義を楽しみなが

ら、３班に分かれ毎週火曜日に活動しています。

各班それぞれ担当の花壇があり、「第２火曜日は１班」、「第３火曜

日は２班」、「第４火曜日は３班」というように、各班が１か月に１度、そ

れぞれの担当の花壇の手入れをしています。特に出欠などは取らず、

活動日に来られる人が自由に来ています。

屋上庭園は、もともとの屋上の床のコンクリートをラバーで覆い、その

上に20～30㎝の軽量の土（アクアソイル）を置いて造られています。

イメージとしては大きな植木鉢と同じで、夏場はすぐに干上がってし

まうため、場合によっては２、３日に1度水やりが必要になり、そこが目

下の悩みだそう。

代表の方に屋上庭園の見所をうかがいました。

「各班が工夫してバランスを考えて植えているので、気に入った花だけでなく、ぜひ庭園全体を見てください。木々も新

芽が出たり花が咲いたり、ビオトープのめだかが動きだしたり、と色々な発見があります。また、季節によって花が変わるの

で、ぜひ頻繁に足を運んでほしいですね。屋上庭園をもっとたくさんの方に知っていただきたいと思います。」

屋上緑化グリーンサポーターは、区役所からの負担金で花の種など、
必要なものを購入しています。グループには代表・会計・監査担当の３名
が配され、しっかりとした運営のもと活動しています。各班にはそれぞれ班
長がおり、活動の後には作業日誌を記録として残しています。
活動は毎週火曜日ですが、毎月第1火曜日は区役所職員を交えた定

例会議が開催され、班ごとの活動報告やテーマに沿った話し合い、連絡
などを行っています。第２、第３、第４火曜日は、屋上庭園で活動してい
ますので、どなたでも、どうぞ気軽に見学に来てください。

★活動日 火曜日 10時～ ※雨天中止

問合せ：港北区役所企画調整係 TEL 540-2229 FAX 540-2209

港北区総合庁舎
住所：港北区大豆戸町26-1
交通：東急東横線「大倉山駅」徒歩７分

バス停「港北区総合庁舎前」下車

定例会議の様子

屋上緑化グリーンサポーターの皆さん

活動の様子

「わがまち港北」スポット
港北区役所屋上庭園
区民がつくる憩いの空間
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●遊学スポットに掲載希望のかたは、区民活動支援センターにご相談ください。
●港北区関連のイベント・講座情報は「横浜カレンダー・港北区イベント情報お届け便」も併せてご覧ください。
　スマホやパソコンからも検索できます！
　① 港北区イベント情報 で検索
　② 港北区のホームページ
　　 →『情報・手続きのご案内』（上から3段目）→「地図・お役立ち情報」クリック（1番右のタブ）
　　 →「イベント」（上から2つ目）イベント情報お届け便クリック！

遊学スポット(港北区内のグループによるイベント情報）

①5月27日（日）「ドイツ文学の面白さ」
　（5/20開催予定のらくらく市が雨天順延で5/27開催の場合
　は中止）
②6月24日（日）「松尾芭蕉/奥の細道」
③7月22日（日）「江戸時代のこと（元禄時代を中心に）」
時間：13:30～16:30
会場：港北図書館2階会議室 当日直接会場へ 参加無料
問合せ：事務局 TEL 423-2223（八木クリニック内）

活動ホーム「しもだ」第30回地域交流バザー
日時：5月20日（日）10:00～14:00
会場：港北区障害者地域活動ホーム「しもだ」
　　　　（港北区下田町6-31-8 ※駐車場無し）
問合せ：水越 TEL 562-3600 

日時：火・木・金・土曜 9:00～12:00
会場：城郷小机地区センター他２ヵ所
会費：500円（３時間）
問合せ：梅里（うめさと）TEL 434-3669

『港北区グループ・団体ガイド』登録グループからの会員募集

日時：月2回土曜または日曜 13:00～17:00
会場：日吉本町東町会会館（日吉駅徒歩5分）
会費：2,500円/月（材料持参）
問合せ：尾崎 TEL&FAX 563-6619

日時：5月20日（日）10:00～14:00 ※雨天5/27（日）
会場：菊名地区センター・港北図書館前広場
問合せ：かれん（新堂）　TEL 547-2190 または
　　　　らくらく市実行委員会事務局
　　　　Ｅメール raku2kohoku@yahoo.co.jp

日時：6月15日（金）12:00開場 13:00開会
会場：港北公会堂 当日直接会場へ 入場料：300円
問合せ：港北区社会福祉協議会 TEL 547-2324

しんよこはま地域活動ホーム 5月イベント情報
日時：5月14日・21日の月曜 11:00～11:30
会場：しんよこはま地域活動ホーム（港北区大豆戸町518-6）
内容：パネルシアターや絵本の読み聞かせなど（詳細は問合せ）
参加費：無料　当日直接会場へ
問合せ：しんよこはま地域活動ホーム　TEL 531-4400 

定員：各先着20名
申込・問合せ：まめどシニアクラブ 大島
　　　TEL 090-5778-6553 または 974-2733
　　　Eメール ina-oshima@m07.itscom.net

日時：5月24日（木）13:00～15:00
　　　※医師から運動を止められていない方
会場：菊名地区センター レクホール
参加費：300円 ※ポールレンタルの場合は別途500円  

日時：6月28日（木）13:00～15:00
会場：菊名地区センター 小会議室
参加費：500円

　引きこもりや発達障害、心の病など、生きづらさを抱
えている人達のための農業体験の活動。社会復帰への気
力体力の回復を目指します。
　サポートしてくださる参加者の方も募集しています。
農業体験日時：毎週水曜 10:00～12:00
　　　　　　（季節により変動あり）
場所：港北区高田町 横浜藤田農園
対象：中学生以上の方
会費：①単発参加１回 500円
　　　②定期参加入会金 2,000円（当事者・家族 1,000円）
　　　　半期ごとに3,000円
　　　③イベント参加（芋掘りなど年3回）
　　　　500円～1,500円
　　　　ジャガイモ掘り 6月16日（土）10:30～12:30
詳細：https://ameblo.jp/niji-iro-hatakeclub/
問合せ：原田 Eメール hatake.club2016@gmail.com

日時：5月18日・25日の金曜 13:00～15:00
会場：新田地区センター3階 参加費：無料、筆記用具持参
申込・問合せ：5月17日（木）までに電話で申込
　　　　　　　岳精流日本吟院 TEL 090-3819-4418

日時：6月9日（土） 9:00 綱島駅西口横浜銀行前集合、
　　　　　　　　　　　 12:30 綱島駅西口解散　 ※小雨決行
コース：鶴見川、池谷家、飯田家、東照寺他（4.5㎞）
参加費：500円
申込・問合せ：6月5日（火）までにハガキかFAXで申込（開催日・
コース名・氏名・住所・電話を記入）。HPからも申込可。
〒221-0802 神奈川区六角橋1-10-11 すぺーすろっかく内
「NPO法人神奈川区いまむかしガイドの会」 FAX 401-8320
長谷川 TEL 090-8817-0001

日時：5月26日（土）13:30～15:00
会場：花みずき（食堂）港北区新吉田町6001-1
　　　 入場無料 駐車場有
問合せ：花みずき地域支援担当 TEL 593-5932 

アロハ港北フラフェスティバル
日時：6月24日（日）12:00開場 12:30開演（15:30終演）
会場：港北公会堂
参加費：無料 全席自由・入退場自由、当日直接会場へ
問合せ：フラ港北レフア
Eメール hulakouhokulehua@kne.biglobe.ne.jｐ

港北区ボランティア連絡会
ボランティアの集い（マリンバ演奏ほか）

神奈川歴史散歩［コース名：綱島今昔］
「鶴見川沿いの「桃」　綱島温泉　旧家の飯田家　池谷
家を訪ねる」

虹色畑クラブ 港北パソコンサロン

日吉表装同好会

岳精流日本吟院（詩吟）

まめどシニアクラブ
5月 NW/PWウォーキング体験会②・6月 初級麻雀教室①

障がい者支援施設　花みずき
　小栗久美子トルンコンサート

港北図書館友の会　読書サロン

らくらく市実行委員会　らくらく市2018
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区民活動支援センター
からのお知らせ

機 能
その①

港北区内で、映像創作活動を行っている市民団体「港北
ふるさとテレビ局」「ワークショップ・ピリオド」、区内でガイドツ
アー等を行っている「港北ボランティアガイド」、そして地域文
化の保存・継承活動を行っている「大倉精神文化研究所」。
『港北区の歴史や、まちづくりに関わってきた人たちを映像

で記録するとともに、区民に広く伝えていきたい―。』
それぞれの団体等が共通して持っていた思いを、「わがま

ち港北映像プロジェクト」として、区民活動支援センターが
コーディネート。
港北の発展の歴史を映像で伝える取組を、港北区と協働

で進めるお手伝いをしています。

機 能
その②

機 能
その③

２ページで紹介した、会議室や、マイクセット等以外に、
「おまつり用のはっぴ」、「港北昔話紙芝居」（紙芝居舞台
もあります！）、「布おもちゃ」、「パネルシアター用パネル
板」等の貸出し物品もあります。

コーディネート

ご意見ご感想をお寄せください
いつも「楽遊学」をご覧いただきありがとうございます。
内容についてのご意見・ご感想、お気づきの点など、支援センターまでお寄せください。
よろしくお願いいたします。

港北区区民活動支援センター（港北区役所４階48番窓口）
〒222-0032 港北区大豆戸町26-1
TEL&FAX 540-2246
Eメール ko-center@city.yokohama.jｐ

★開館時間★
月～金曜 8時45分～17時（土・日曜、祝日、年末年始除く）

港北区区民活動支援センター

このページでは、区民活動支援センターからのお知らせ等
を毎号掲載します。
今月号は、特集ページで紹介しきれなかった区民活動支援
センターの機能についてご紹介します！

まちの先生
港北区「まちの先生」は、区民活動支援センターに登録

している、様々な分野の特技や専門知識を持ったボラン
ティアです。イベント等でのパフォーマンス、各種講座での
講師をお探しの方はぜひご利用ください。
３人以上のグループ（例：子育て仲間・PTA・町内会）

や、施設、学校等でご利用いただけます。
詳しくは区民活動支援センターにお問い合わせください。

活動物品の貸出し
行事やイベントのお悩み解決

さまざまな団体や人をつなげて、活動の可能性を拡げます

「わがまち港北映像プロジェクト」撮影風景

こんなものまで借りられます

「まちの先生」体験講座の様子
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